
 

 

 

 

３学期を迎えて 

                                     校長 野 口 泰 秀 

 ２６日間の冬休みが終わり、冷え冷えとしていた校舎に子どもたちの笑顔と温かさがもど

ってきました。児童玄関前にはそれぞれ工夫し、苦労して仕上げた工作や絵などの作品が展

示され、子どもたちもお互いに鑑賞し合っています。冬休み中にはスケートリンクの造成、

また、先日の暴風雪後のリンク除雪、散水にご協力をいただき、保護者の皆様には大変感謝

しております。おかげさまで、スケート授業も順調に実施されております。ご苦労いただい

た皆様からは、「地域のために」「子ども達のために」という思いが強く伝わって来ました。

また、大きな事故もなく３学期を迎えることができたことは、大変うれしいことです。保護

者、地域の皆様方のご理解とお力添えのおかげと深く感謝申し上げます。 

 始業式では、高学年代表が、「冬休みの思い出・３学期にがんばること」について発表し

てくれました。６年生は、進学を意識した発表が、５年生は最高学年に向けて６年生を手本

にしたいと力強く発表しました。 

 私からは、短い３学期ですが、今の学年の学習をしっかりと身につけ、進学、進級して欲

しいこととともに、今年１年間子どもたちが目指してきた①集合時間を守ること②はやく並

んでおしゃべりをしないこと③だれかが前に出て話し始めたら、話を聴くことという３つの

約束を意識した生活についてお話しさせていただきました。子どもたち一人一人にとって、

けじめのある自立した生活につながってくれることを期待しています。 

 ３学期は、スケート記録会（２月２日）、スノーフェスタ（２月１６日）など、冬の行事

が予定されています。日常の授業や行事等を通して、冬の厳しい寒さにも負けない耐性や１

年間の自分の成長を感じ、支えてくれた方々に感謝の気持ちを育みたいと思います。 

 今後も保護者の皆様、地域の皆様の一層のご支援とご協力をよろしくお願い申し上げます。 
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こんな子に育てたい②『マイナスをプラスに変える発想』をもつ子 

 １月１９日・２０日は暴風雪のため、学校がお休みになりました。校庭にもたくさんの雪
が積もり、除雪車が運んだ雪でグラウンドに高い雪山ができました。私たち大人は、この雪
山を見ながら、「もう、雪はたくさん。」だと考えます。それほど、北海道で生活する私たち
にとって、「雪」や「寒さ」はマイナスのイメージが強いのです。 
 しかし、現在、「雪」や「寒さ」は、冬のイベント等による観光事業、雪室を使った農産物
の貯蔵、石油エネルギーに変わる「雪エネルギー」の開発など多くの産業で生かされていま
す。このことは、「雪」や「寒さ」を宝として捉え、「マイナスをプラスに変える発想」から
生まれたものです。 
 これまで、私たちは、北国の厳しい「雪」や「寒 
さ」を受け止め、ジッと耐え忍んできました。そこ 
では、力強さとたくましさを育むことができました。 
 しかし、これからは、マイナスを受け止めるだけ 
ではなく「マイナスをプラスに変える発想」をもち、 
様々な問題に対して、創造的かつ柔軟に解決できる 
ようになってほしいと願っています。 



特別支援員の先生着任 

 ３学期の間、本校に特別支援員の先生が配置され

ることとなりました。支援員の先生は、平成２５年

度に本校で勤務されていた志賀満里子先生です。  

 志賀先生には、学級の児童数が多い２年生学級を

中心として、すべての学級に入り、一緒に勉強した

り、悩み事などの相談に答えていただいたりするこ

とになっております。 

 着任式では、「ひさしぶりの西春小です。２階ワー

クスペースに読書す

るスペースができ

て、見違えるようで

す。短い期間です

が、みなさんと楽し

く勉強していきたい

と思います。」とのお話がありました。 

２学期の学校評価から 

 ２学期末に、ご協力いただきました学校評価の集

計ができましたのでお知らせいたします。（結果は裏

面をご覧ください。） 

 今回の評価と１学期末の評価を比べると、保護者

の皆様の評価が微増しているのに対し、児童の評価

がわずかに下がっていました。 

 児童評価で、おおむね満足を下回った項目の中に

「ルールやきまりを守っている。」という項目も含ま

れていました。要因のひとつとして、今年度本校で

力を入れて取り組んでいる「集団行動の際に、私語

を慎むことや話を聴くこと」への意識の高まりとま

だ徹底できていない実態のずれからきていることが

あるように思います。この結果を受けて、児童の意

識を把握することに努め、積極的に手立てを講じて

まいりたいと存じます。そしてまた「自分の気持ち

や考えをことばで伝えることができる」力を育むこ

とに関しては、継続して重点の一つと捉え、具体的

なはたらきかけを行っていきたいと考えています。  

体育館天井耐震化改修工事終わる 

 学芸会終了後から、２学期いっぱいかけて行われ

ていた体育館天井の改修工事が終わりました。工事

にともないバスケットゴールが強化され、照明がＬ

ＥＤに取り替えられました。 

 子どもたちは、体

育や休み時間などに

不自由を感じたとこ

ろもあったかと思い

ます。３学期は、思い

切り体を動かしてほ

しいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インフルエンザ急増中 

 ただいま、管内においてインフルエンザが急増してい

るとのことです。定点あたりの報告数（ある地域のインフル

エンザの報告数÷医療機関の数）によると、北海道 7.1に対し 

中標津 27.0  根室 107.0 (1/22現在)となっており、北

海道全体と比べ、とても高い数値となっております。 

 人の多いところへのお出かけの際は、マスクなどの予

防を心がけていただければと思います。 

日 曜 ２月行事予定 バス時刻

1 月 14:40　15:35

2 火 全校朝会　スケート記録会　ＡＬＴ 14:40

3 水 節分集会　　職員研修日 14:40

4 木 新１年生体験入学・説明会　委員会　 14:40　15:35

5 金 スキー学習　白鳥号 15:35

6 土
7 日
8 月 14:40　15:35

9 火 全校朝会　ＡＬＴ　職員会議 14:40

10 水 全校縦割り班活動　職員研修日 14:40

11 木 建国記念の日

12 金 スキー学習 15:35

13 土
14 日
15 月 14:40　15:35

16 火 スノーフェスタ　全校朝会　ＡＬＴ　　 14:40　15:35

17 水 14:40

18 木 職員会議 14:40

19 金 白鳥号　（スノーフェスタ予備日） 14:40　15:35

20 土
21 日
22 月 14:40　15:35

23 火 ＡＬＴ 14:40　15:35

24 水 14:40

25 木 14:40

26 金 授業参観日 14:40

27 土
28 日
29 月 14:40

11 金 ６年生を送る会

22 火 第８４回卒業式

24 木 平成２７年度修了式

３月行事予定


